
＜暑さ対策のポイント＞   

（１）暑さ指数に関わらず夏季の活動で気を付けること 

・暑さに慣れるまでの順化期間として、少なくとも１週間は短時間で軽めの運動から

始める。（２～３週間期間が空くと、暑さの順化は失われるため、再度順化から始める） 

・こまめな休憩と水分補給を行う。（１時間に１回程度、コップ半分以上の補給を行う。

のどが渇いていなくても補給すること。） 

・薄着や帽子の着用、着替えを心がけさせ、室内の風通しをよくし、体の熱を逃がし

やすい環境を整える。 

・参加者の体調に注意し、不調を訴えた場合は無理をさせないようにする。 

・参加者の特性（持病や過去の発症歴）を含め、熱中症事故防止対応について確認し

ておく。 

・熱中症予防チェックリスト等を活用して、健康観察を念入りに実施する。 

 

（２）夏季の活動計画時に気を付けること 

・夏季に実施する活動については、雨天時の対応と同様に高温時の対応（中止・延期・

代替活動など）をあらかじめ計画に位置付けておく。 

・スポーツ教室等の定期的な活動については、あらかじめ高温時の対応等を決めてお

き、参加者や保護者への周知も含め、共通理解を図っておく。 

・練習試合等で急な中止や延期が難しいものについては、高温時の対応方法を先方と

あらかじめ打合せしておく。 

・市外での活動等の実施時は、保護者に当日の体調や参加の可否を確かめる。 

 

（３）対応のためにあらかじめ準備しておくこと 

 ・暑さ指数を計測する人 

 ・暑さ指数を計測する地点 

 ・環境省ホームページで暑さ指数を確認する人 

 ・対応の決定者及び決定ルート（SC役職者、教室代表者 等） 

 ・暑さ指数及びそれによる決定内容を周知する方法 

  （グループ LINE、電話連絡網、SCのホームページ等） 

 ・熱中症発生時の連絡経路、応急処置手順 

  

（４）熱中症発生時の対応 

 ・応急処置の流れの確認 ※裏面参照 

・迅速な１１９番通報 ※「救急車を呼んで、何事もなければそれでよし」の考え方 

 ・熱中症発生時の連絡経路に沿った連絡 

 

【別紙１】 



＜参考資料＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜体の冷却箇所＞ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（環境省「夏季のイベントにおける熱中症対策ガイドライン 2019」より抜粋） 

＜WBGT値測定方法＞ 

・地上 1.5ｍの高さで測定 

・活動の妨げにならない場所 

・日陰にならない場所 

・１時間に１回程度計測（目安） 

※熱中症予防マニュアル参照 

（2014 年度環境省発行） 

 

 

環境省熱中症 
予防情報サイト 

首筋・わきの下・足の付け根 

WBGT値は専用のWBGT計で以下の測定方法で測定してください。 

WBGT計がない場合においては、以下のＱＲコードより「豊田」地区のWBGT

値が確認できますので、そちらを参考にしてください。 


